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項目は 「（D 形式面） で13 の評価項 目、「（2）内容面」で6 つの評価項目、「(3）提出までの留意事項」
















の評価項 目を 満たすことが自動的にできる。各ステ ップの後 に→と○番号が表示されてい るが、そ
れが上記の○ 番号の評価項 目を満たしてい ることを意味している。 さらに、その後にM が記されて
いるステップは、そ のステップが内発的動機づけ に貢献していることを表わす。 また、 工が記され
ているのは、インターネットを活用していることを表わす。
し





ステップ2 ： 学生毎に、関心を持 っている事柄に関しての文献検索を させ、結果を提出させる。
参考資料が山ほどある実態を理解させる。大学図書館の文献検索 システ ム、国会図書館の蔵書目録
であるCD-ROM のJ －BISC 、パソコン通信を使ったトーハンの書籍情報、などを 使わす。さらに、
新しい文献検索 システ ムとしてインタ ーネットでの検索13)を指導する。これで、「資料がないから出
来ません」 とは言わせない。さらに、ト冊ではなく、複数 の文献を使う心の準備が出来る。こ うし
た文献検索や資料検索は、大学らしい教育と考えられ、学生の向学心を高め る効果があると思われ











→ ④ ⑥ し





書に基づいて、日本語での論文を作らせる。→ ① ② ③ ⑤M
ステップ6 ： マーケティング・リサーチの領域におけるインターネットの活用の方法の一般論








り、高校までの勉強とぱちがった感覚で勉学することもできるだろう。→ ① ② ④MI




































ス テ ッ プ1 ： ホ ー ム ペ ー ジ印 刷 ○ ○ ○
ステップ2 ：文献検索 ○ ○ ○ ○
ステップ3: 論文の見本 ○ ○ ○ ○ O ○
ステップ4 ：M.R. の手法 ○ ○
ステップ5 ：研究企画書の作成 ○ ○ O ○ O
ステップ6 ：インターネット活用の方法 O O
ス テ ッ プ7 ： イ ン タ ー ネ ッ ト に よ るM.R. ○ ○ ○ ○
ステップ8: 外国語資料収集と翻訳 ○ ○ ○ ○ ○
ステップ9 ニ個別指導の繰り返し ○ O ○ ○ ○




単位修得者数は26 名（38 ％レ であった。
このうち、成績がA であるのは16 名（24 ％） であった。
ほとんど提出物が無いのは22 名（OC ％） であった。





































）安藤 延男、石田 梅男 訳『内発的動機づけ』誠信書房、1980年、68頁（EdwardL.Deci,INTRINSICMOTIVATION,PlenumPress,1975
）。9
）柏木、前掲書、同所。「賞罰」等に見られる外発的動機づけも必要だが、好奇心や刺激の魅力度にもとづい
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下記の特集も参考とされたい。





















）12 月中に完成させた学生は3 人だけ であり、その他は1 月に提出した。その中で1 名は、話にもならない
程度の論文であったため、再提出を求めた。19
）2 部の学生でも、ある程度の教育効果を生み出せた。履修学生は15 名いたが、6 名は最初の提出物すら提
出していない。3 名は簡単な提出物でも、1［亘］か2 回しか提出していない。最終的な論文が提出できたの





（1998 年1 月19 日受 理）
